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１ 防災対策について 

 (1) 防災士について 

  ア 実際に活動可能な防災士の把握が必要と考えるがどうか。 

  イ 被災市町以外の防災士会が、被災市町及び被災市町の防災士

会を支援する仕組みが必要ではないか。 

 (2) 福祉避難所について 

  ア 定義を聞く。 

  イ 種類とそれぞれの定義を聞く。 

  ウ 県内で何件確保しているのか、そのうち元日の能登半島地震

で開設できたのは何件だったのか。 

  エ 福祉避難所であることを事前に住民に知らせていない施設も

あるとのことだが、その理由を聞く。 

 (3) 避難所と福祉避難所の非常用電源の設置状況を聞く。 

 (4) 避難行動要支援者名簿及び個別避難計画の作成はどの程度進ん

でいるのか。 

 (5) 令和元年度の小児在宅医療に関する人材育成講習会で実施され

た調査において、県は重症心身障害児・者の連絡先の把握の有無

をどう回答したのか、無回答だったのか。 

 (6) 災害時小児周産期リエゾンの現在の任命状況を聞く。 

 (7) 能登半島地震では、避難所に段ボールベビーベッドはあったの

か。また、活用されたのか。 

 (8) 液体ミルクの備蓄について 

  ア 市町のヒアリング等でニーズはあったのか。また、導入に対

する検討はあったのか。 

  イ 能登半島地震では、どれくらいの供給があったのか。 

  ウ 県内１９市町の備蓄の実態を聞く。また、メーカーや小売店

から提供してもらう自治体はどのくらいあるのか。 

 (9) 「医療的ケアが必要な子どもと家族の災害あんしんマニュアル」

はどのように活用されているのか。 

 (10) 医療的ケア児の避難行動要支援者名簿への登録はどのようにな

っているのか。 

   

知 事 

危機管理監 

健康福祉部長 

 



この質疑要旨は、１２月９日午後６時５分に取りまとめたものです。 

 

                            質 疑 要 旨                        八田知子議員 №２ 
 

質 疑 要 旨 要 答 弁 者 

 (11) 防災総合訓練について 

  ア 実際の状況に即した環境での訓練が必要だが、所見を聞く。 

  イ 新生児の移送訓練はあったのか。 

  ウ 災害時小児周産期リエゾンが参加した在宅医療ケア児に関す

る訓練の実施を検討すべきと考えるが、所見を聞く。 

 (12) 医療的ケア児と家族への理解を深めるための研修や講座を開い

てもらうよう、市町・学校・企業等への働きかけを強化すべきと

考えるが、所見を聞く。 

 

２ 動物愛護について 

善意の寄附により多くの命を助けるためにも、動物愛護基金の

設置は急務と思うが、所見を聞く。 

 

３ 女性の活躍推進について 

 (1) 来年の３月８日の国際女性デーにおいても、女性の活躍推進に

向けた気運が醸成され、県内全域に波及するよう、さらなる取組

を進めるべきと考えるが、所見を聞く。 

 (2) いしかわ男女共同参画推進宣言企業について 

  ア 現在、何社が認定され、どのような業種が多いのか。 

  イ 今後、認定企業をどのように増やしていくのか。 

  ウ 宣言内容を社員にしっかり周知することで企業内の取り組み

が進むと考えるが、所見を聞く。 

 

４  小松空港の展望について 

 (1) タイにおける本県の知名度を上げるためには、ニーズに沿って

季節ごとにインフルエンサーを招く必要があると思うが、今後の

予定を聞く。 

 (2) タイ同様に希望のある国のインフルエンサーを招いて、石川県

発信プロモーションを展開してはどうか。 

 (3) 小松空港の今後を見据え、国際的なノウハウのある民間活力を

最大限に活用すべきと考えるが、所見を聞く。 
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